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Ⅰ．令和 7年度 事業計画の概要（案） 

 

 令和 7年度につきましては、これまでの歴史、美術に関する事業に加え、新たに、奨学金

給付による教育支援に関する事業をスタート致します。設立時の基本理念を念頭に、美

術・歴史の文化振興に努め、多摩地域の人々の新しい価値の創造とともに豊かな生活と活

力ある地域の文化形成に寄与することに加え、奨学金給付による教育支援の事業により、

未来の多摩地域に貢献できる学生を育て地域の活性化へ繋げていきます。 

 公１（美術館・ギャラリーの運営事業）は、「たましん美術館」（立川市）において、企画展を

4 会期開催予定です。第 1 会期の「春のたましんコレクション展」は、たましんコレクションを、

主に構図や線、形、色彩、素材などの構造的要素に着目して紹介する展覧会となっており

ます。第 2 会期の「タンク・タンクロー 阪本牙城展」は、タンクローの貴重な戦前の漫画原

画をはじめ、戦後は水墨画として活動した阪本牙城の画業の全貌を美術館で紹介する初

めての企画展です。第 3 会期の「多摩のあゆみ５０周年記念展」は、展示を通じて『多摩の

あゆみ』が取り上げてきた様々な視点から、地域の豊かな文化を浮かび上がらせる企画展

です。第 4 会期「多摩地区界隈藝術域 現代の美術家３人展」は、多摩地域で活動する若

手の美術家３名を個展形式で紹介する展覧会です。「たましん歴史・美術館」（国立市）は、

大規模修繕工事のため令和 7年度は休館となります。また、たましん美術館展覧会期間中

に、トークイベント、ワークショップ、講演会を実施し、作家、作品の魅力を深めていきます。

併せて、たましん美術館周辺施設、学校との連携を図り、広く美術の愉しさを知っていただ

くためのイベントを開催します。 

 公２（『多摩のあゆみ』の刊行と歴史資料室の運営事業）は、例年行っている事業及び『多

摩のあゆみ』創刊５０周年記念事業として、『多摩のあゆみ創刊５０周年記念特集号』の発

行、デジタルアーカイブの拡充、記念講演会を実施します。また、例年実施している多摩の

歴史講座においては、今年度においても講座に参加できなかった方のために、講座内容

を編集して、オンライン配信をしていきます。地域の市史編さん等への協力を通じての各施

設との連携、各図書館との資料検索システムの横断的検索を目指すことにより、地域との

ネットワークの強化を図っていきます。なお、歴史資料室の運営において、大規模修繕工

事期間中は、資料室を休室します。 

 公 3（奨学金給付事業）は、旧公益社団法人学術・文化・産業ネットワーク多摩（以下ネッ

トワーク多摩）より、名称「多摩未来奨学金」及びノウハウを引き継ぎ、当財団の奨学金給付

事業として新たに開始する事業であります。多摩地域の企業・団体から拠出の資金を原資

として、成績優秀な学生のうち経済的な理由により修学困難な学生の勉学を後押しするた

めの返済義務のない給付型奨学金制度です。 

 

Ⅱ．公益目的事業の事業計画概要 

  

当財団の公益目的事業は主に以下の事業、およびそれに付随する事業です。 

 公１．美術館・ギャラリーの運営事業（以下「美術」という。） 
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 公２．『多摩のあゆみ』の刊行と歴史資料室の運営事業（以下「歴史」という。） 

 公 3.奨学金給付事業（以下「「多摩未来奨学金」という。」 

 

１．美術（公 1） 

（1） 企画展覧会 

  ① たましん美術館 

     たましん美術館は、今年度 4会期の企画美術展を開催します。 

     1） 「春のたましんコレクション展」（仮） 

         令和 7年 4月 19日 ～ 7月 6日（68日間） 

       たましんコレクションを、主に構図や線、形、色彩、素材などの造形的要素に着

目して紹介します。2024 年春のコレクション展関連イベントとして行った「対話

型鑑賞」での取り組みをもとに、作品を多角的に鑑賞する手がかりを提示し、

鑑賞者が作品に親しみながら鑑賞体験の面白さを持ち帰ることができる企画

展です。 

      

      ２） 「タンク・タンクロー 阪本牙城展」（仮） 

            令和 7年 7月 19日 ～ 9月 28日（62日間） 

漫画家・水墨画家として活躍した、あきる野市出身の阪本牙城。 

代表作の『タンク・タンクロー』は、日本のロボット漫画のルーツとして、戦前の子

どもたちに絶大な人気を誇りました。本展は、タンクローの貴重な戦前の漫画原

画をはじめ、戦後は水墨画家として活動した阪本牙城の画業の全貌を美術館で

紹介する初めての企画展です。 

 

       3） 「多摩のあゆみ５０周年記念展」（仮） 

         令和 7年 10月 11日 ～ 12月 21日（62日間） 

       本展は、展示を通して『多摩のあゆみ』が取り上げてきた様々な視点から、地

域の豊かな文化を浮かび上がらせる企画展です。たましん地域文化財団が収

集してきた美術作品だけでなく、絵葉書や地図、パンフレットといった様々な地

域資料を組み合わせ、多摩の特色を可視化する展覧会です。 

 

      4） 「多摩地区界隈藝術域 現代の美術家３人展」（仮） 

         令和 8年 1月 10日 ～ 3月 15日（56日間） 

        多摩地域で活動する若手の美術家三名を個展形式で紹介する展覧会。 

作家の選定には、多摩地域の美術館の現代美術専門の学芸員に推薦を依

頼し、今後の多摩地域の文化振興を担う芸術家の発掘を期待して企画する

展覧会です。 

 

 ② たましん歴史・美術館 

大規模修繕工事のため令和 7年度は休館となります。 
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 ③ たましん本店 2階「地域貢献スペース」ギャラリーの運営 

たましん本店 2 階ギャラリーの企画選定員会の実施、展示計画、作家選定、展示

作業の監督を行います。 

 

（2） 調査・研究・収集・保存 

 ① 収蔵庫の環境改善 

経年の汚れが蓄積し、カビの発生が確認されている武蔵野収蔵庫の環境改    

善を行い、専門業者による除塵防黴施工を行うと同時に、カビの被害を受けてい 

る美術品のクリーニングを行っていきます。 

 ② 所蔵品の修復および額・保存箱新装 

     経年劣化のある作品の修復および額装・マット装・保存箱の新装を進めます。 

 ③ 作品の調査・研究 

     収蔵する作品・作家に関して調査・研究を進めます。 

 ④ 資料・図書の整理 

     歴史資料室所蔵図書資料との管理統合に向け、現有資料の分類・整理を実施す 

る。 

 ⑤ 美術館運営 

     展示室蛍光灯、展示用貼りパネルなど美術館運営に必要な資材を計画的に準備

していきます。 

  

（3） 美術講座・美術教育 

 ① ギャラリートーク 

    展覧会担当学芸員が展覧会趣旨や見どころ、作品解説をするギャラリートークを行い

ます。 

 

 ② トークイベント、体験型イベント 

    一般向け参加型ワークショップおよび講演会を行います。    

 

 ③ 美術講演会  

くにたちギャラリーネットワーク、（公財）くにたち文化・スポーツ振興財団との共催事業

として美術講演会を行う。地域の方々に美術に関する知識を深めてもらうことを目的とし

て全 3回の講演を予定しております。 

講師    斎藤陽一氏 

（美術ジャーナリスト、元ＮＨＫ「日曜美術館」プロデューサー） 

   タイトル  「未定」 

会場    くにたち市民芸術小ホール 

募集人員  毎回 60名（延べ 180名）      受講料  無料 

  

 ④ 博物館実習 

   大学において学芸員養成課程を履修中の学生を対象とした、5日間程度の博物館実  
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   習（講義・実務）を行います。 

 

（4） 連携 

①  学校との連携 

地域の学校との連携を図り、小中学校の美術館見学等来館誘致を行います。 

   令和 7年度は職場体験の受入れは休止します。（大規模修繕工事期間中のため） 

 

②  たましん美術館周辺地区との連携 

    たましん美術館の周辺地区の施設（グリーンスプリングス、立川市）との交流を図り、

様々な連携企画を行っていきます。 

 

（5） 広報・普及活動 

 ①  広報活動の実施 

    当財団及び美術館案内等のホームページへの展覧会情報公開を継続して行いま

す。ポスター・案内はがき・チラシ等の送付、ケーブルテレビ及び新聞社や地域雑

誌などの地域向けメディアへの情報提供を積極的に行います。また、SNS や WEB

上でのプレスリリース配信など新たな広報手段を活用していきます。 

 

② 展覧会スケジュールの発行 

    次年度のたましん美術館展覧会スケジュールを発行します。 

 

③ 小中学校向け学習資料 

   小中学校向けの展覧会ガイドをホームページに公開します。 

 

２．歴史（公２） 

 

（１） 『多摩のあゆみ』の刊行 

下記の通り、各号ごとに特集テーマを予定しています。 

198号 「映画館と映画文化」（仮題）       令和 7 年 5 月 31 日発行 

199号 「多摩の古書店」（仮題）       令和 7 年 8 月 31 日発行 

200号 「創刊 50周年記念特集号（歴史編）」（仮題）  令和 7 年 11 月 30 日発行 

201 号 「創刊 50 周年記念特集号（考古編）」（仮題） 令和 8 年 2 月 28 日発行 

 

（2） 歴史資料室の運営 

多摩地域の歴史・文化に関する図書、雑誌、地図、絵葉書、写真、チラシ等を収集・公

開します。それぞれの分類表に基づいて整理し、新たに入手した図書と雑誌は歴史資料

室の新着コーナーに展示するとともに、『多摩のあゆみ』の「入手資料のごあんない」欄に

書誌情報を掲載します。資料については、当財団のホームページでも検索ができます。な

お、大規模修繕工事期間中は資料室は休館します。 
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また、伊与田昌男コレクションの利用・公開に向けて、写真資料の保存環境構築及び調

査研究を継続して実施していきます。歴史資料室の活動状況については、年報を作成し、

当財団のホームページにて公開し、冊子版については、多摩地域の図書館を中心に博物

館・関係機関に配布します。 

『多摩のあゆみ』５０周年企画として、記念講演会の実施及び美術資料室と共同で『多摩

のあゆみ』の５０周年と財団の文化事業を振り返る展示を行います。 

 

（3） 多摩の歴史講座 

（公財）東京市町村自治調査会多摩交流センターとの共催事業で、5回の連続講座を実

施します。会場は多摩信用金庫府中支店４階会議室を借用し、100 名を募集します。受講

料は無料です。 

また、上記の歴史講座を記録・編集して、インターネットを用いてオンライン配信を検討し

ます。ホームページ、SNSで受講者を募集して、名簿を作成し、期間は限定します。 

 

（4） 地域とのネットワーク強化 

国文学研究資料館（立川市）をはじめ、東京都立多摩図書館、東京都公文書館（ともに

国分寺市）等との連携を更に深め、また市史編さん等への協力を通じて各市町村とのネッ

トワークを強化していきます。 

また、NPO法人共同保存図書館・多摩（多摩デポ）と連携・協力して、当財団ホームペー

ジ資料検索システムの書誌情報を多摩デポ統合検索に組み込んで、都立図書館や市区

町立図書館などと横断して検索できるようになることを目指します。 

 

（5） 「多摩の金融史」関係資料の整理 

『多摩のあゆみ』への「多摩の金融史」の連載は 30 回目まで掲載してきました。コロナ禍

で一時中断していた武蔵野支店地下倉庫に保管されている金庫資料（旧多摩中央信用金

庫、旧太平信用金庫、旧八王子信用金庫）の調査・撮影・分析を進めていきます。 

また、『多摩のあゆみ』第 197～200 号に掲載の「多摩の金融史」連載をホームページで

公開します。なお、ホームページ公開の本連載は「TAMA MIRAI SQUARE」（旧本店）1 階

のエントランス展示に QR コードを掲示しています。 

 

（6） 広報・普及活動 

① 『多摩のあゆみ』発刊、「多摩の歴史講座」開催等告知 

『多摩のあゆみ』と歴史資料室の情報を当財団のホームページ、SNS において公開しま

す。「多摩の歴史講座」はホームページと『多摩のあゆみ』及び、共催先の（公財）東京市町

村自治調査会ホームページと機関誌『ぐるり 39～自治調査会だより～』に告知します。  

 

②  歴史資料室所蔵資料のデジタルアーカイブ化 

『多摩のあゆみ』に連載中の「赤色立体地図」中の地図画像などを、デジタルアーカイブ

で公開していきます。また、『多摩のあゆみ』創刊５０周年を機に、デジタルアーカイブの拡

充を図ります。 
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Ⅲ. 奨学金給付事業（公３） 

 

（１） 多摩未来奨学金給付 

① 多摩地域各大学に奨学生推薦の依頼（学長推薦） 

 実施期間        4月～6月 

 奨学金給付事業名  多摩未来奨学金（給付型奨学金） 

 募集人数        10～15名程度 

 資格           多摩地域所在の大学の学生で、多摩地域に在住している又は 

多摩地域のキャンパスに通学する成績優秀な学生のうち経済 

的な理由により修学困難な学生（四年生大学 2年生または 3年 

生、短期大学 2年生） 

 給付           年間 30万円（1年間） 

 その他          他の奨学金制度との併用可能、在学中の採用 1回のみ 

 

② 選考委員会の開催（実施時期 7月） 

  選考委員会は、学識経験者、当財団の役員及び評議員、理事長が必要と認める者 

のうちから理事長が委嘱する。選考委員は、6名以内とする。（任期は 2年、再任は可） 

一次選考（書類審査）、二次選考（面接審査）を通過した応募者を選考委員会が審査

する。 

 

③ 交付式の開催（実施時期 8月） 

選考委員会の審査を経て、理事長が決定した奨学生を理事会、評議員会に報告後、 

合格証の交付を行う。 

 

④ 修了式の開催（実施時期 令和 8年 3月） 

 奨学生に多摩未来奨学金の修了にあたり、活動を通じて多摩地域について学んだこと  

 を参考に、「今後どのように多摩地域に貢献していくか（仮）」を発表する。 

 

修了式後、懇親会開催（関係者招待） 

活動報告書を作成し、奨学生、寄付先企業、団体、関係者へ後日配布 

 

（２） 奨学金給付の関連イベント 

① 美術鑑賞会、近況報告会（実施時期 8月～９月） 

  たましん美術館において作品鑑賞（学芸員による作品解説） 

  懇親会を開催し、奨学生による近況報告を実施（懇親会には関係者を招待する） 

 

② 多摩地域の歴史等について情報提供（実施時期 10月～12月） 

奨学生に対して、季刊郷土誌『多摩のあゆみ』を送付、多摩の歴史講座について案内、 

歴史資料室について紹介し、活用してもらう。（令和 7年度は大規模修繕工事中のため
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休室） 

 

（３） 事業体制の構築 

① 大学、多摩地域企業・団体との交流機会の創出 

 「多摩ブルー・グリーン倶楽部」例会に参加し、多摩地域の優良企業経営者との交流を図 

り、多摩地域の知見を高める。 

大学、多摩地域企業・団体と情報交換を行うとともに奨学金事業の周知を図る。 

奨学生の近況報告会等にご出席いただき、学生との接点を作る。 

 

② 多摩地域企業・団体に寄付金協力の依頼（旧ネットワーク多摩寄付先企業等を中心） 

募集総額   6,000千円 

募集対象   企業・団体等（1口 10万円から） 

募集理由   奨学金の給付・奨学金事業運営のため 

 

Ⅳ． 収益事業 

１． 物品販売事業 （収１） 

（１） 物品販売事業 

たましん美術館に併設のミュージアムショップでは、オリジナルの絵はがきなどの販売の

ほか、会期に合わせた関連商品、財団発行の書籍を販売します。また、地域の作家の陶

器、染物や地域企業のグッズ、各種雑貨等の委託販売を行います。 

 

Ⅴ． 管理 

１．役員及び役員会等に関する事業（定款第 4条第 1項第１０号） 

 

（１）理事、監事及び評議員の任期 

① 評議員    令和 6年 6月１７日から就任後 4年以内に終了する事業年度のうち、最  

 終のものに関する定時評議員会の終結の時まで 

②  理事 令和 6年 6月１７日から就任後 2年以内に終了する事業年度のうち、最 

        終のものに関する定時評議員会の終結の時まで（改選期） 

③ 監事 令和 6年 6月１７日から就任後 2年以内に終了する事業年度のうち、最    

終のものに関する定時評議員会の終結の時まで（改選期） 

 

（2） 理事会等の開催 

①  理事会    年 3回 

②  評議員会  年 2回 

③  決算監査  年 1回 
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2．寄付金協力依頼について（定款第 4条第 1項第１０号） 

  募集金額   3,000千円 

  募集対象   個人・企業・団体等 

  募集理由   美術（公 1）、歴史（公 2）事業運営のため 



事業計画の内訳

公益目的事業

（予算額 6,386 千円）

（１）企画展覧会

①たましん美術館

計　　　　　　　　　　画 予算額

事　業　名 自主・共催 実施期間
開催
日数 事業内容及び説明 （千円）

56

多摩地域で活動する若手の美術家三名を個展形式で紹介する。
作家の選定には、多摩地域の美術館の現代美術専門の学芸員に推薦を依頼
し、今後の多摩地域の文化振興を担う芸術家の発掘を期待して企画する展覧
会。

1,200

2 タンク・タンクロー　阪本牙城展（仮） 自主
2025年7月19日（土）

～9月28日（日）
62

漫画家・水墨画家として活躍した、あきる野市出身の阪本牙城。
代表作の『タンク・タンクロー』は、日本のロボット漫画のルーツとして、戦前の子
どもたちに絶大な人気を誇った。本展は、タンクローの貴重な戦前の漫画原画を
はじめ、戦後は水墨画家として活動した阪本牙城の画業の全貌を美術館で紹介
する初めての企画となる。

1,200

3 多摩のあゆみ50周年記念展（仮） 自主
2025年10月11日（土）

～12月21日（日）
62

本展は、展示を通じて『多摩のあゆみ』が取り上げてきた様々な視点から、地域
の豊かな文化を浮かび上がらせる企画。たましん地域文化財団が収集してきた
美術作品だけでなく、絵葉書や地図、パンフレットといった様々な地域資料を組
み合わせ、多摩の特色を可視化する。

4
多摩地区界隈藝術域

現代の美術家３人展（仮）
自主

2026年1月10日（土）
～3月15日（日）

1
みて・くらべて・ふかめてたのしむコレクション

（仮）
自主

2025年4月19日（土）
～7月6日（日）

たましんコレクションを、主に構図や線、形、色彩、素材などの造形的要素に着
目して紹介する。2024年春のコレクション展関連イベントとして行った「対話型鑑
賞」での取り組みをもとに、作品を多角的に鑑賞する手がかりを提示し、鑑賞者
が親しみながら鑑賞体験の面白さを持ち帰ることができる企画とする。

（定款 第４条 第１項 第1号、第2号、第3号、第4号、第5号、第7号、第9号、第10号）

982

1,000

１．美術館・ギャラリーの運営事業（公１）

計画事業
通し番号

68

計　　　　　　　　　　画



②たましん歴史・美術館

計　　　　　　　　　　画 予算額

事　業　名 自主・共催 実施期間
開催
日数

事業内容及び説明 （千円）

③たましん本店２階ギャラリー

計　　　　　　　　　　画 予算額

事　業　名 自主・共催 事業内容及び説明 （千円）

（２）調査・研究・収集・保存

計　　　　　　　　　　画 予算額

事業内容及び説明 （千円）

2 経年劣化のある作品の修復および額装・マット装・保存箱の新装を進める。 590

3 収蔵する作品・作家に関して調査・研究を進める。 250作品の調査・研究

5 美術館運営

収蔵庫の環境改善

計画事業
通し番号

大規模修繕工事に伴う移転のため休館

計　　　　　　　　　　画

事　業　名

たましん本店２階地域貢献スペースの展示計画、作家の選定、展示・撤収作業
の監督を財団学芸員が行う。企画選定委員会の実施も含む。

230

424

計　　　　　　　　　　画

実施期間

たましん本店２階地域貢献スペース運営 自主

計画事業
通し番号

1

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画

1 休館中

通年1

展示室蛍光灯、展示用貼りパネルなど美術館運営に必要な資材を計画的に準
備する。

250

304
歴史資料室所蔵図書資料との管理統合に向け、現有資料の分類・整理を実施
する。

資料・図書の整理

所蔵品の修復および額・保存箱新装

経年の汚れが蓄積し、カビの発生が確認されている武蔵野収蔵庫の環境改善を
行う。専門業者による除塵防黴施工を行うと同時に、カビの被害を受けている美
術品のクリーニングを行う。



（３）美術講座・美術教育

①　ギャラリートーク

予算額

自主・共催 実施期間 事業内容及び説明 （千円）

②トークイベント、体験型イベント

計　　　　　　　　　　画 計　　　　　　　　　　画 予算額

事　業　名 自主・共催 実施期間 事業内容及び説明 （千円）

③美術講演会

計　　　　　　　　　　画 計　　　　　　　　　　画 予算額

事　業　名 自主・共催 実施期間 事業内容及び説明 （千円）

④博物館実習

予算額

自主・共催 実施期間 事業内容及び説明 （千円）

展覧会担当学芸員が展覧会趣旨や見どころ、作品解説をするギャラリートークを
行う。

01 自主 日時未定たましん美術館での各展覧会におけるギャラリートーク

計画事業
通し番号

ワークショップ・講演会 自主 60

事　業　名

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画 計　　　　　　　　　　画

事　業　名

1 日時未定 一般向け参加型ワークショップおよび講演会を行う。

0

1

計画事業
通し番号

美術講演会 共催 日時未定

くにたちギャラリーネットワーク、（公財）くにたち文化・スポーツ振興財団との共催
事業として美術講演会を行う。地域の方々に美術に関する知識を深めてもらうこ
とを目的として全３回の講演を予定。
テーマ　「未定」
講師　　斎藤　陽一氏（美術ジャーナリスト、元ＮＨＫ「日曜美術館プロデュー
サー）
会場　　くにたち市民芸術小ホール
募集人数　　毎回６０名（延べ１８０名）　　受講料　無料

100

1 博物館実習受け入れ 自主 日時未定
大学において学芸員養成課程を履修中の学生を対象とした、5日間程度の博物
館実習（講義・実務）を行う。

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画 計　　　　　　　　　　画



（４）連携

①　学校との連携

計　　　　　　　　　　画 予算額

自主・共催 実施期間 事業内容及び説明 （千円）

②　たましん美術館周辺地区との連携

計　　　　　　　　　　画 予算額

自主・共催 実施期間 事業内容及び説明 （千円）

1

2

3

（5）広報・普及活動

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画 予算額

自主・共催 実施期間 事業内容及び説明 （千円）

2 自主 通年 次年度のたましん美術館展覧会スケジュールを発行する。 70

たましん美術館の周辺地区の施設との交流を図り、様々な連携企画を行ってい
く。

0

１ 広報活動の実施

展覧会スケジュールの発行

事　業　名

計　　　　　　　　　　画

自主 通年

当財団及び美術館ホームページへの展覧会情報公開を継続して行う。ポス
ター・案内はがき・チラシ等の送付、ケーブルテレビ及び新聞社や地域雑誌など
の地域向けメディアへの情報提供を積極的に行う。SNSやWEB上でのプレスリ
リース配信など新たな広報手段を活用していく。

0

立川市との連携 自主 通年

事　業　名

地域の学校との連携

事　業　名

グリーンスプリングスとの連携

立川市地域文化振興財団との連携

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画

自主 通年

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画

0
地域の学校との連携を図り、小中学校の美術館見学等来館誘致を行う。
令和7年度は職場体験の受入れは休止する（大規模修繕工事期間中のため）

1



２．『多摩のあゆみ』の刊行と歴史資料室の運営事業（公２）

（定款 第４条 第１項 第2号、第3号、第4号、第5号、第7号、第9号、第10号）

（予算額 13,629 千円）

（１）『多摩のあゆみ』の刊行

計　　　　　　　　　　画 予算額

事　業　名 自主・共催 事業内容及び説明 （千円）

（２）歴史資料室の運営

計　　　　　　　　　　画 予算額

事　業　名 自主・共催 事業内容及び説明 （千円）

4 『多摩のあゆみ』50周年企画 自主　 11月
『多摩のあゆみ』刊行50周年を記念して講演会を実施
美術資料室と共同で『多摩のあゆみ』の50年と財団の文化事業を振り返る展示を行う

500

2
伊与田昌男コレクションの再整理・調査

（保存環境構築および調査研究）
自主 通年

伊与田昌男コレクションは1992年の寄贈以来、写真原板や紙焼き写真、アルバム等の現物整理（28,000点以上）および目
録化・デジタルデータ化を進めてきました。しかしながら、写真資料に適した保存環境の整備やネガ・ポジの保存処理は不
十分であり、伊与田昌男本人および伊与田作品に関する調査研究も十分に進んでいません。当コレクションの利用・公開に
向けて、写真資料の保存環境構築および伊与田昌男に関する調査研究を継続します。

265

3 歴史資料室年報の作成 自主 通年

歴史資料室の主たる事業である『多摩のあゆみ』の刊行、「多摩の歴史講座」の開催、当室の調査・収集、整理・保存、利
用・公開、室員の活動報告や各活動における調査・研究成果を発表していきます。なお、制作経費削減のため、年報は職
員による編集、当財団ホームページにてオンラインジャーナルとして公開します。新たに、当室の諸活動や所蔵資料に関す
る広報宣伝活動を目的として、本年報の冊子版を多摩地域の図書館を中心に博物館・関係機関へ配布します。

150

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画

実施期間

1 198号「映画館と映画文化」（仮題） 自主　 5月
多摩地域の映画館のあゆみを取り上げ、地域社会と映画文化の関係性を検証することで、映画館を「地域の文化拠点」とし
て捉えることはできるのか、さらには映画文化が地域社会の発展や文化形成に如何なる役割を果たしたのか、その可能性を
探ります。

2,553

3 200号「創刊５０周年記念特集号（歴史編）」（仮題） 自主　 11月
2025年11月30日発行『多摩のあゆみ』第200号から創刊100周年に向けて再出発するため、『多摩のあゆみ』がこの半世紀
のなかで、多摩各地の地域史研究や郷土の調査研究、教育・文化活動に如何なる役割を果たしたのか、学問分野別、過去
の連載をまとめて振り返ります。（第200号～第203号）

2,553

2 199号「近郊別荘と多摩」（仮題） 自主　 2,553令和6年度（第27回）「多摩の歴史講座　近郊別荘と多摩」を特集として再編成します。8月

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画

実施期間

1 歴史資料室の運営 自主　 通年

4 201号「創刊５０周年記念特集号（考古編）」（仮題） 自主　 令和７年2月

多摩地域の歴史・文化に関する図書、雑誌、地図、絵葉書、写真、チラシ等を収集・公開します。それぞれの分類表に基づ
いて整理し、『多摩のあゆみ』の「入手資料のごあんない」欄に書誌情報を掲載します。
また、当財団のホームページでも資料の検索ができます。
なお、大規模修繕工事期間中は資料室は休室します。

470

2025年11月30日発行『多摩のあゆみ』第200号から創刊100周年に向けて再出発するため、『多摩のあゆみ』がこの半世紀
のなかで、多摩各地の地域史研究や郷土の調査研究、教育・文化活動に如何なる役割を果たしたのか、学問分野別、過去
の連載をまとめて振り返ります。（第200号～第203号）

2,553



（３）多摩の歴史講座

計　　　　　　　　　　画 予算額

事　業　名 自主・共催 事業内容及び説明 （千円）

（４）地域とのネットワーク強化

計　　　　　　　　　　画 予算額

事　業　名 自主・共催 事業内容及び説明 （千円）

（５）多摩金融史関係資料の整理

計　　　　　　　　　　画 予算額

事　業　名 自主・共催 事業内容及び説明 （千円）

（６）広報・普及活動

計　　　　　　　　　　画 予算額

事　業　名 自主・共催 事業内容及び説明 （千円）

2
歴史資料室所蔵資料の
デジタルアーカイブ化

自主 通年
『多摩のあゆみ』に連載中の「赤色立体地図」中の地図画像などを、デジタルアーカイブで公開していきます。
『多摩のあゆみ』創刊50周年を機にデジタルアーカイブの拡充を図ります。

1,128

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画

実施期間

1
『多摩のあゆみ』発刊、

「多摩の歴史講座」開催等
告知

自主 通年
『多摩のあゆみ』と歴史資料室の情報を当財団のホームページ、SNSにおいて公開します。また、「多摩の歴史講座」はホー
ムページと『多摩のあゆみ』及び、共催先の（公財）東京市町村自治調査会ホームページと機関誌『ぐるり39～自治調査会だ
より～』に告知します。

502

2 資料検索システムの横断検索 自主 通年
ＮＰＯ法人共同保存図書館・多摩（多摩デポ）と連携・協力して、当財団ホームページ資料検索システムの書誌情報を多摩
デポ統合検索に組み込んで、都立図書館や市区町立図書館などと横断して検索できるようになることを目指します。

0

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画

実施期間

1 「多摩の金融史」関係資料の整理 自主 通年
『多摩のあゆみ』への「多摩の金融史」の連載は、30 回目まで掲載してきました。
コロナ禍で中断していた武蔵野支店の地下倉庫に保管されている金庫資料（旧多摩中央信用金庫、旧太平信用金庫、旧
八王子信用金庫）の調査・撮影・分析を進めていきます。

130

2 「多摩の金融史」関係資料の活用 自主 通年
『多摩のあゆみ』第197～200号に掲載の「多摩の金融史」連載をホームページで公開します。なお、ホームページ公開の本
連載は「TAMA MIRAI SQUARE」（旧本店）1階のエントランス展示にQRコードを掲示しています。

10

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画

実施期間

1 多摩の歴史講座 共催 9月～11月（予定）

（公財）東京市町村自治調査会多摩交流センターとの共催事業で、５回連続の講座を実施します。（テーマは未定）
　会場 : 多摩信用金庫府中支店 会議室（予定）
　定員 :75～100名（予定）
　受講料 : 無料

235

2 多摩の歴史講座ONLINEの配信 共催 3月（予定）
上記の歴史講座を記録・編集して、インターネットを用いてオンライン配信を検討します。『多摩のあゆみ』、ホームページ、
SNSで受講者を募集して、名簿を作成し、期間は限定します。

27

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画

実施期間

1 地域とのネットワーク強化 自主 通年
国文学研究資料館（立川市）をはじめ、東京都立多摩図書館（国分寺市）や東京都公文書館（国分寺市）などとの連携をさら
に深め、また市史編さん等への協力を通じて、各市町村とのネットワークを強化していきます。

0



3．奨学金給付事業（公３）

（定款 第４条 第１項 第8号、第9号、第10号）

（予算額 6,000 千円）

（１）多摩未来奨学金給付

計　　　　　　　　　　画 予算額

事業内容及び説明 （千円）

（２）奨学金給付の関連イベント

計　　　　　　　　　　画 予算額

事業内容及び説明 （千円）

（3）事業体制の構築

計　　　　　　　　　　画 予算額

事業内容及び説明 （千円）

奨学生に多摩未来奨学金の修了にあたり、活動を通じて多摩地域について学んだことを参考に、「今後どのように多摩地域
に貢献していくか（仮）」を発表する。修了式後、懇親会開催（関係者招待）
※活動報告書を作成し、奨学生、寄付先企業、団体、関係者へ後日配布

10～12月
季刊郷土誌『多摩のあゆみ』について
多摩の歴史講座について
歴史資料室について（紹介および活用）

たましん美術館において作品鑑賞（学芸員による作品解説）
懇親会を開催し、奨学生による近況報告を実施（懇親会には関係者を招待する）

通年

通年

1

351

80

「多摩ブルー・グリーン倶楽部」例会に参加し、多摩地域の優良企業経営者との交流を図り、多摩地域の知見を高める。
大学、多摩地域企業・団体と情報交換を行うとともに奨学金事業の周知を図る。
奨学生の近況報告会等にご出席いただき、学生との接点を作る。

①募集総額　6,000千円
②募集対象　企業・団体等（1口10万円から）
③募集理由　奨学金の給付・奨学金事業運営のため

0

329

計　　　　　　　　　　画
実施期間

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画

事　業　名
実施期間

計　　　　　　　　　　画

事　業　名
実施期間

美術鑑賞会、近況報告会 8～9月

4 修了式の開催 令和8年3月

2 多摩地域の歴史等について情報提供

60

3 交付式の開催 8月 選定委員会の審査を経て、理事長が決定した奨学生を理事会、評議員会に報告後、合格証の交付を行う。

2

計画事業
通し番号

計画事業
通し番号

1

事　業　名

選考委員会の開催 7月
選考委員は、学識経験者、当財団の役員及び評議員、理事長が必要と認める者のうちから理事長が委嘱する。
選考委員は、6名以内とする。（任期は2年、再任は可）
一次選考（書類審査）、二次選考（面接審査）を通過した応募者を選考委員会が審査

0

351

2

大学、多摩地域企業・団体との交流機会の創出

多摩地域企業・団体に寄付金協力の依頼
（旧ネットワーク多摩寄付先企業等を中心）

奨学金給付事業名：多摩未来奨学金（給付型奨学金）
募集人数　　10～15名程度
資格　　　　多摩地域所在の大学の学生で、多摩地域に在住している又は多摩地域のキャンパスに通学する成績優秀な
　　　　　　　学生のうち経済的な理由により修学困難な学生（四年生大学2年生または3年生、短期大学2年生）
給付　　　　年間30万円　（1年間）
その他　　　他の奨学金制度との併用可能、在学中の採用1回のみ

4～6月多摩地域各大学に奨学生推薦の依頼（学長推薦）1 4,829



収益事業

３．物品販売事業（収１）

（定款第４条第１項第10号）

（１）物品販売事業

計　　　　　　　　　　画 予算額

事　業　名 自主・共催 事業内容及び説明 （千円）

たましん美術館のミュージアムショップでは、オリジナルの絵はがきなどの販売
のほか、地域の作家の陶器、染物等、各種雑貨等の委託販売を行います。
たましん美術館の会期に合わせた関連商品の製作販売を検討します。

280

（予算額　　　280千円）

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画

実施期間

1 物品販売事業 自主 通年



 

 

 

 

 

令和７年度 

 

 

収支予算書 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人たましん地域文化財団 

 



(単位：円）

公１ 公２ 公３ 共通 小計 収１ 小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 4,600,000 0 0 4,600,000 4,600,000 0 0 0 4,600,000 0

基本財産運用益 4,600,000 0 0 4,600,000 4,600,000 0 0 0 4,600,000 0

特定資産運用益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定資産運用益 0 0 0 0 0 0 0 0 0

固定資産受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

固定資産受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事業収益 5,250,000 4,200,000 50,000 0 4,250,000 1,000,000 1,000,000 0 3,210,000 2,040,000

入館料収益 4,000,000 4,000,000 4,000,000 0 2,550,000 1,450,000

図録販売収益 200,000 200,000 200,000 0 200,000 0

出版事業収益 50,000 0 50,000 50,000 0 60,000 △ 10,000

物品販売収益 1,000,000 0 0 1,000,000 1,000,000 400,000 600,000

受取補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受取寄付金 102,360,000 18,500,000 0 6,000,000 69,780,000 94,280,000 350,000 350,000 7,730,000 84,880,000 17,480,000

受取寄付金 102,360,000 18,500,000 6,000,000 69,780,000 94,280,000 350,000 350,000 7,730,000 84,880,000 17,480,000

雑収益 880,000 530,000 300,000 0 830,000 0 0 50,000 1,910,000 △ 1,030,000

雑収益 880,000 530,000 300,000 0 830,000 0 0 50,000 1,910,000 △ 1,030,000

経常収益計(A) 113,090,000 23,230,000 350,000 6,000,000 74,380,000 103,960,000 1,350,000 1,350,000 7,780,000 94,600,000 18,490,000

（２）経常費用

105,230,000 55,000,000 36,190,000 6,000,000 0 97,190,000 1,030,000 1,030,000 7,010,000 95,110,000 10,120,000

売上原価 110,000 70,000 30,000 0 100,000 10,000 10,000 0 110,000 0

役員報酬 500,000 0 0 0 0 0 0 500,000 500,000 0

給料手当 23,040,000 11,830,000 11,210,000 0 23,040,000 0 0 0 22,780,000 260,000

臨時雇賃金 10,230,000 5,100,000 3,830,000 0 8,930,000 0 0 1,300,000 9,960,000 270,000

賞与引当金繰入 1,590,000 660,000 930,000 0 1,590,000 0 0 0 1,470,000 120,000

退職給付費用 470,000 150,000 320,000 0 470,000 0 0 0 730,000 △ 260,000

法定福利費 5,200,000 2,300,000 2,650,000 0 4,950,000 0 0 250,000 4,920,000 280,000

福利厚生費 210,000 80,000 70,000 0 150,000 0 0 60,000 210,000 0

旅費交通費 1,520,000 780,000 610,000 30,000 0 1,420,000 0 0 100,000 1,530,000 △ 10,000

通信運搬費 2,780,000 1,050,000 1,450,000 70,000 0 2,570,000 10,000 10,000 200,000 2,920,000 △ 140,000

減価償却費 780,000 120,000 380,000 0 500,000 0 0 280,000 150,000 630,000

支払手数料 210,000 30,000 60,000 90,000 60,000 60,000 60,000 250,000 △ 40,000

消耗什器備品費 0 0 0 0 0 0 0 0 200,000 △ 200,000

消耗品費 3,150,000 2,230,000 660,000 20,000 0 2,910,000 30,000 30,000 210,000 2,260,000 890,000

修繕費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

印刷製本費 10,370,000 1,420,000 8,320,000 630,000 0 10,370,000 0 0 0 9,850,000 520,000

燃料費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

光熱水料費 1,000,000 300,000 600,000 0 900,000 0 0 100,000 1,000,000 0

賃借料 22,680,000 21,080,000 630,000 0 21,710,000 200,000 200,000 770,000 21,970,000 710,000

保険料 790,000 710,000 10,000 0 0 720,000 0 0 70,000 780,000 10,000

諸謝金 1,450,000 140,000 1,260,000 50,000 0 1,450,000 0 0 0 1,090,000 360,000

保守管理費 3,000,000 2,260,000 600,000 0 2,860,000 20,000 20,000 120,000 3,000,000 0

会議費 1,250,000 10,000 120,000 700,000 0 830,000 0 0 420,000 570,000 680,000

支払負担金 100,000 100,000 0 0 100,000 0 0 0 100,000 0

図書費 340,000 30,000 310,000 0 340,000 0 0 0 340,000 0

委託費 8,410,000 4,160,000 2,060,000 0 6,220,000 0 0 2,190,000 7,480,000 930,000

研修費 50,000 0 0 0 0 0 0 50,000 50,000 0

宣伝費 160,000 160,000 0 0 160,000 0 0 0 40,000 120,000

仕入費 700,000 0 0 0 0 700,000 700,000 0 220,000 480,000

諸会費 530,000 230,000 80,000 0 310,000 0 0 220,000 520,000 10,000

交際費 100,000 0 0 0 0 0 0 100,000 100,000 0

租税公課 10,000 0 0 0 0 0 0 10,000 10,000 0

雑費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

奨学金給付額 4,500,000 4,500,000 4,500,000 0 4,500,000

経常費用計(B) 105,230,000 55,000,000 36,190,000 6,000,000 0 97,190,000 1,030,000 1,030,000 7,010,000 95,110,000 10,120,000

7,860,000 △ 31,770,000 △ 35,840,000 0 74,380,000 6,770,000 320,000 320,000 770,000 △ 510,000 8,370,000

２．経常外増減の部 0 0

（１）経常外収益 0 0

経常外収益計（Ｃ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用 0 0

経常外費用計（Ｄ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

他会計振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7,860,000 △ 31,770,000 △ 35,840,000 0 74,380,000 6,770,000 320,000 320,000 770,000 △ 510,000 8,370,000

30,572,788 △ 399,777,393 △ 388,189,040 0 816,096,464 28,130,031 398,709 398,709 2,044,048 31,082,788 △ 510,000

38,432,788 △ 431,547,393 △ 424,029,040 0 890,476,464 34,900,031 718,709 718,709 2,814,048 30,572,788 7,860,000

Ⅱ　指定正味財産増減の部

受取寄附金 18,771,217 0 0 18,771,217 0 18,771,217 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

18,771,217 0 0 18,771,217 0 18,771,217 0 0 0 0 0

833,877,365 530,686,750 0 0 302,659,000 833,345,750 531,615 531,615 0 833,877,365 0

852,648,582 530,686,750 0 18,771,217 302,659,000 852,116,967 531,615 531,615 0 833,877,365 18,771,217

891,081,370 99,139,357 △ 424,029,040 18,771,217 1,193,135,464 887,016,998 1,250,324 1,250,324 2,814,048 864,450,153 26,631,217

指定正味財産期末残高（F）

Ⅲ　正味財産期末残高(E)+(F)

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高（E）

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

当期一般正味財産増減額

令和7年度収支予算書（正味財産増減ベース）

令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで

公益財団法人たましん地域文化財団

科     目
令和7年度
予算額（イ）

公益目的事業会計（内訳表） 収益事業等会計
法人会計

令和6年度
予算額（ロ）

増減
（イ）－（ロ）

事業費/管理費（法人会計）

当期経常増減の部(A)-(B)

当期経常外増減の部（Ｃ）－（Ｄ）



令和7年度

事　業　報　告　書

公益財団法人たましん地域文化財団
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１．事業の概要 

 

 公益財団法人たましん地域文化財団は、設立時の基本理念を念頭に、美術・歴史

の文化振興に努め、多摩地域の人々の新しい価値の創造とともに豊かな生活と活力

ある地域の文化形成に寄与することを目的に事業を実施しております。また、令和 7

年度より、奨学金給付による教育支援を通じて、未来の多摩地域に貢献できる学生を

育て地域の活性化へ繋げていく奨学金給付事業「多摩未来奨学金」を開始致しまし

た。 

 当財団のメイン館である「たましん美術館」では、たましんコレクションを中心に紹介

する企画展覧会「春のたましんコレクション展 対話する美のかたち」、多摩地域で活

動、活躍している作家を紹介する企画展覧会「生誕 130 年 阪本牙城タンク・タンクロ

ー展」、「絵画を生きる―多摩の美術家３人展」を開催しました。また、「『多摩のあゆみ』

創刊５０周年記念展 多摩の空はつながっているか」では、歴史資料室の収蔵資料と

たましんコレクションの美術作品を組み合わせ、多摩の特色を３つの章で可視化する

展覧会を開催致しました。歴史資料室の運営事業では、例年行っている事業に加え、

『多摩のあゆみ』創刊５０周年記念事業として、記念特集号の発行、デジタルアーカイ

ブの拡充、記念シンポジウムを開催致しました。 

また、新事業として開始した奨学金給付事業「多摩未来奨学金」では、奨学金を単

に給付をして終わりではなく、当財団が提供する活動を通じて、奨学生に多摩地域に

対する知見や愛着を深めてもらい、将来、多摩地域で活躍・貢献できる人材になること

を目指して事業を実施致しました。 

  

（１）美術館・ギャラリーの運営事業（公１） 

 「たましん美術館」（立川市）では、企画展を 4 会期開催致しました。第 1 会期「春の

たましんコレクション展 対話する美のかたち」は、たましんコレクションを、主に構図や

線、形、色彩、素材などの造形的要素に着目して、対比しながら鑑賞できる展示構成

の展覧会を開催しました。（入館者数 3,334 人：1 日平均 49.0 人）。第 2 会期「生誕

130 年 阪本牙城 タンク・タンクロー展」は、漫画家・水墨画家として活躍した、あきる

野市出身の阪本牙城の画業の全貌を、美術館として初めて紹介しました（入館者数

3,041人：1日平均 49.0人）。第 3会期「『多摩のあゆみ』創刊５０周年記念展 多摩の

空はつながっているか」は、『多摩のあゆみ』が取り上げてきた様々な視点から、地域

の豊かな文化を浮かび上がらせる企画展を開催しました。絵葉書や地図、パンフレット

といった様々な地域資料を美術作品と組み合わせ、多摩の特色を３つの章で可視化

しました（入館者数 3,143 人：1 日平均 50.7 人）。第 4 会期「絵画を生きる―多摩の美

術家３人展 加藤学／徳永陶子／島﨑良平」は、多摩地域の芸術の担い手を応援し、

文化振興に資することを期待して開催した企画展です。多摩地域で活躍する実力派



画家３名を個展形式で紹介しました（入館者数 2,672人：1日平均 47.7人）。 

 たましん本店 2 階「地域貢献スペース」（ギャラリー）の運営（多摩信用金庫委託業務）

では、前年度に企画選定委員会を通じて決定した全 6 会期の作品展の実施にあたり、

計画段階からの監督、展示、撤収作業の立ち合いなどを財団学芸員が行いました。 

 たましん美術館の企画展覧会に組み込んだトークイベントやギャラリートーク、ワーク

ショップ、共催事業の美術講座等はいずれも満席で、参加された方々には大変好評

でした。また、大学において学芸員養成課程を履修中の学生 4 名を対象に、当財団

の学芸員が 5日間の博物館実習を行いました。 

 地域の学校との連携では、前述した「生誕 130 年 阪本牙城 タンク・タンクロー展」

においては、立川市内の小中学校の全校生徒に向けた広報物配布を行い、多くの親

子連れの来館を見ることができました。また、桜の丘特別支援学校やあきる野学園等

から見学を受入れた他、地域貢献スペースにおける展示をきっかけに、立川女子高等

学校へ展覧会案内を送る等の交流を図ることができました。 

  

（２）『多摩のあゆみ』の刊行と歴史資料室の運営（公２） 

 歴史事業の柱である『多摩のあゆみ』は、198 号から 201 号まで 4 回発行しました。

各号の特集では、198 号「映画館と映画文化」、199 号「多摩の古本屋」、200 号「創刊

５０周年記念 歴史編」、201 号「創刊５０周年記念 地理・民俗編」を採り上げました。

198 号は、多摩地域に根付く多彩な映画文化への視座をもち、映画館を「地域の文化

拠点」として読み解く意欲的な企画として刊行しました。199 号では貴重な古書籍だけ

でなく、写真、絵画、絵葉書、地図、絵図、チラシ等も扱い、地域アーカイブが所蔵資

料を豊かにする上で大切な古書店の仕事や思い出を、多摩地域の代表的な各古書

店主や愛好家の方々によりご紹介いただきました。200 号では記念号「歴史編」として

考古・古代、中世、近現代、そして連載の建築と金融史の論考を掲載しました。201 号

では記念号 2 冊目の特集として、地理編では人文地理学、自然地理学、最新の地図

技術と本誌の５０年間を解説しました。民俗編では、文化財行政と市民活動の連携、

市民団体の活動、日常に潜む民俗の重要性を紹介しました。 

 歴史資料室は令和 7年度に、図書 222冊、雑誌 218冊、絵葉書 15枚、地図 16枚、

チラシ 12 枚、ポスター79 枚、合計 562 点を収集・整理しました。また、多摩地域及び

全国各地の風景・風物を撮影した伊与田昌男コレクション（写真資料）の保存環境の

構築、調査研究を実施しました。歴史資料室の活動状況を報告する年報の第 3 号を

刊行し、当財団ホームページにオンラインジャーナルとして公開をしました。また、『多

摩のあゆみ』刊行５０周年シンポジウム「多摩のアーカイブを見つめて」を開催し、70名

の方にご参加いただきました。 

 例年開催している（公財）東京市町村自治調査会多摩交流センターとの共催事業

「多摩の歴史講座」は、「戦時下の素顔を地形図から読み解く」をテーマに全 5 講を実



施しました。（募集人数 90人：応募人数 116人）令和 7年度についても講義内容を編

集して動画配信しました。（配信開始は令和 8年 4月より） 

多摩金融史研究会の会合を 3 回開催し、『多摩のあゆみ』に連載している「多摩の

金融史」にて研究成果を発表しました。また、TAMA  MIRAI  SQUARE（多摩信用金

庫旧本店）１階で「多摩の金融史」パネル展示を行い展示パネルの二次元コードから、

当財団歴史資料室ホームページ「多摩の金融史」コーナーにリンクし、携帯端末でこ

れまでの連載が閲覧できるようにしております。 

所蔵資料のデジタルアーカイブ化では、『多摩のあゆみ』に連載中の「赤色立体地

図」の地図画像やＰＤＦ本文を毎号デジタルアーカイブで公開しました。TRC‐ADEAC

㈱のデジタルアーカイブシステムに、全国 187 機関（図書館・博物館・大学など）ととも

に歴史資料室の所蔵資料を公開しました。また、（公財）図書館振興財団の助成を受

け、『多摩のあゆみ』創刊５０周年記念事業としてデジタルアーカイブの拡充を進めま

した。令和 7 年度は『多摩のあゆみ』第 121 号から第 160 号まで、各市町村の大縮尺

地図・商工案内図・住宅地図など 22 点、鉄道各社の沿線案内図・観光パンフレットな

どの鉄道関係チラシ 85 点を公開しました。令和 8 年度は、絵葉書、マッチラベル、貴

重図書、美術資料室の浮世絵、古陶磁へと公開を拡大します。（令和 7 年度総アクセ

ス数 551,306pv） 

 

（３）奨学金給付事業（公 3） 

 令和 7 年度より開始した「多摩未来奨学金」の事業では、多摩地域 25 大学に郵送

及び訪問により奨学生の募集を行いました。結果として、11 大学 17 名の応募がありま

した。奨学生の選考には、選考委員会（6 名）を設置し、書類選考、論文審査（選考委

員）を通過した学生のうち、選考委員による面接及び選考委員会により最終候補者を

選考し、理事長が 15 名の多摩未来奨学生を最終承認しました。奨学生が参加した事

業は、多摩未来奨学金授与式、美術鑑賞会、多摩ブルー・グリーン倶楽部例会、近況

報告会、多摩の歴史講座 ON LINE配信の受講があります。また、イベント終了後の懇

親会等で奨学生と寄付企業関係者、大学関係者との交流機会を創出しました。修了

式では、活動を通じて学んだことを参考に「今後どのように多摩地域に貢献していくか」

をテーマに提出された論文の要旨について奨学生が発表しました。 

 

（４）物品販売事業（収 1） 

 「たましん美術館」のミュージアムショップでは、「生誕 130 年阪本牙城 タンク・タンク

ロー展」や「『多摩のあゆみ』５０周年記念展 多摩の空はつながっているか」の開催に

合わせて、オリジナル商品を作成し販売しました。また、会期に合わせ、委託商品のバ

リエーションを増やしたり、陳列方法を工夫するなどして売上の増加を図りました。 

  



事業計画の内訳

公益目的事業

（１）企画展覧会

①たましん美術館

報　　　　　　告 入館料収入 入館者数（人）

事　業　名 自主・共催 実施期間
開催
日数 事業内容及び説明 （円） （有料入館者）

4
絵画を生きる

―多摩の美術家３人展
加藤学／徳永陶子／島﨑良平

自主
2026年1月10日（土）

～3月15日（日）
56

3
『多摩のあゆみ』創刊50周年記念展

　多摩の空はつながっているか
自主

2
生誕130年 阪本牙城
タンク・タンクロー展

自主
2025年7月19日（土）

～9月28日（日）
62 677,400

3,041
（1,400）

1
春のたましんコレクション展

　対話する美のかたち

2025年10月11日（土）
～12月21日（日）

62

自主
2025年4月19日（土）

～7月6日（日）

たましんコレクションを、主に構図や線、形、色彩、素材などの造形的要素に着目して、
対比しながら鑑賞できる展示構成を組み立てた。多角的に鑑賞できる手がかりをワーク
シートとして提示、鑑賞体験の面白さを持ち帰ることができる企画とすることで「感受性
が刺激された」「わかりやすかった」などの感想を得た。また会期中に対話型鑑賞のイ
ベントを実施、早々に満席となり、高評価をいただいた。

68 527,700
3,334

(1,111)

計画事業
通し番号

計　　　画　　　項　　　目

（定款 第４条 第１項 第1号、第2号、第3号、第4号、第5号、第7号、第8号、第9号）

１．美術館・ギャラリーの運営事業（公１）

多摩地域の芸術の担い手を応援し、文化振興に資することを期待して開催した企画
展。多摩地域で活動する実力派の画家として、加藤学、徳永陶子、島﨑良平の３名
を、３つの個展の形にて紹介した。作家の選定には、武蔵野市立吉祥寺美術館の滋野
佳美氏、女子美術大学美術館の藤森梨衣氏に推薦を依頼し、図録のテキスト執筆や
ギャラリートーク、トークセッションなどの関連企画にもご協力をいただいた。各作家が
自ら展示に関わることで過去にない空間演出が実現し、本人によるSNS発信の共有
は、広報に大きな効果があった。

563,100
2,672

（1,189）

漫画家・水墨画家として活躍した、あきる野市出身の阪本牙城の画業の全貌を、美術
館として初めて紹介した。戦前の子どもたちに絶大な人気を誇った代表作の『タンク・タ
ンクロー』の原画と、後半生に展開される水墨画の意外性が、多くの来館者の興味を引
いた。タンクローは日本のロボット漫画のルーツと目され、同時期に八王子の東京富士
美術館で開催された手塚治虫展などと広報の連携をすることができた。関連企画として
実施した版画のワークショップも、親子で楽しむ様子が伺えた。

『多摩のあゆみ』創刊50周年を記念し、展示を通じて『多摩のあゆみ』が取り上げてきた
様々な視点から、地域の豊かな文化を浮かび上がらせる企画。歴史資料室職員ととも
に、絵葉書や地図、パンフレットといった様々な地域資料を美術作品と組み合わせ、多
摩の特色を3つの章で可視化。「史料が見られてよかった」「住んでいる場所に愛着が
わいた」等の感想を得た。3回のギャラリートークや歴史資料室主導によるシンポジウム
も、満席に近い参加者が集い、活発な交流が行われた。

640,400
3,143

（1,311）



②たましん歴史・美術館

報　　　　　　告 入館料収入 入館者数（人）

事　業　名 自主・共催 実施期間
開催
日数 事業内容及び説明 （円） （有料入館者）

1 (2024年11月12日より大規模修繕工事のため休館）

③たましん本店２階ギャラリー

事　業　名 自主・共催

（２）調査・研究・収集・保存

2

5 展示用アクリルパーツ、展示用貼りパネルなど、展覧会開催の機会に応じて必要な資材を購入した。

1

1

計　　　画　　　項　　　目

実施期間

多摩信用金庫からの委託業務として、地域貢献スペースの展示を行った。前年度に企画選定委員会を通じて決
定した6本の展示の計画段階からの監督、展示・撤収作業の立ち会いなどを財団学芸員が行った。展示内容は
以下のとおり。「伊藤朋子展 日々を記す」「影山萌子 個展 手のひらの椰子」「ハンコウコウ 個展 「探す」」「アー
ル・ブリュット立川2025 グループショー」「鈴木ケイナ個展「覚えていることと忘れられないことの違い」」「仁科新
展」（当スペースは無料開放エリアのため、入館者数は未計測）

通年自主

計画事業
通し番号

報　　　　　　　　　告

事業内容及び説明

計画事業
通し番号

計　　　画　　　項　　　目

歴史資料室所蔵図書資料との管理統合に向け、現有資料の分類・整理を実施した。また収蔵作家、ギャラリー
展示作家の資料整理も実施した。

4 資料・図書の整理

計画事業
通し番号

計　　　画　　　項　　　目

事　業　名

報　　　　　　　　　告

事業内容及び説明

たましん本店２階ギャラリー（地域貢献スペース）運営

美術館運営

収蔵庫の環境改善
武蔵野収蔵庫のたましん地域文化財団が管理する３つの区画について、継続的に害虫トラップや清掃、業者に
よる定期的な除塵防黴を、実施することで環境の維持に努めた。また、同所の金庫が管理する区画についても
環境改善に向けた提言を行い、窓ふさぎ・除塵防黴施工の実施に至った。

所蔵品の修復および額・保存箱新装 経年劣化のある作品の修復および額装・マット装・保存箱の新装を進めた

3 作品の調査・研究

たましん美術館におけるコレクションの展覧会と絡めて、関係する作品・作家の研究を進めた。阪本牙城展で
は、当館の収蔵品とご遺族の所有する作品を併せて研究した。特に「多摩のあゆみ創刊50周年展」に関わって
は、歴史資料室の収蔵品の情報についても共有することができた。また、当館でも収蔵している故・井上員男氏
のアトリエにおける、青梅市立美術館による作品調査に参加。さらに移転を契機とした所在確認、コンディション
確認を行うとともに、次年度以降の企画に向けた研究も進めた。



（３）美術講座・美術教育

①　ギャラリートーク

事　業　名 自主・共催

②トークイベント、体験型イベント

事　業　名 自主・共催

③美術講演会

事　業　名 自主・共催

④博物館実習

事　業　名 自主・共催

1 博物館実習受け入れ 自主

自主

自主
展覧会におけるギャラリートーク

（多摩のあゆみ展）
3

展覧会におけるギャラリートーク
（多摩の美術家3人展）

4

自主

1

2

展覧会におけるギャラリートーク
（対話する美のかたち展）

展覧会におけるギャラリートーク
（阪本牙城展）

計　　　画　　　項　　　目 報　　　　　　　　　告

自主

計画事業
通し番号

事業内容及び説明実施期間

報　　　　　　　　　告
計画事業
通し番号

計　　　画　　　項　　　目

出品作家3人と企画協力の学芸員2人が登壇し、作品や展覧会についてスライドを用いて解説、交流した。司会
は当館学芸員相澤美貴が担当。（38名参加）

早川佳歩（アーティスト・版画家）を講師に迎え、親子を対象に、コーラ、油、アルミホイルなど身近にあるものを
使ったリトグラフ（版画の一種）で、ポストカード作りに挑戦。阪本牙城になりきって、タンクローをモチーフにした
絵柄を描く体験を行った。博物館実習の学生が補助を体験した。（①8名、②11名（保護者含む）参加）

アートコミュニケーターの団体「あーちゅびー」と一緒に作品カードを使ったコミュニケーションの方法を体験した
後、グループに分かれて対話型鑑賞を実践した。（11名参加）

体験型イベント
（対話する美のかたち展　おしゃべり鑑賞会）

1

2

3

体験型イベント
（阪本牙城展　「まるで科学実験？

キッチンリトグラフでタンクローの版画を作ろう！」）

トークイベント
（多摩の美術家3人展

「作家と学芸員によるトークセッション」）

8月23日(土)①11:00-
12:30、②14:30-16:00

6月14日(土)13：30-15：00自主

自主

1月24日（土）14:30-16:00自主

報　　　　　　　　　告

事業内容及び説明

大学において学芸員養成課程を履修中の学生４名を対象に、5日間の博物館実習（講義・実務）を行った。

計画事業
通し番号

計　　　画　　　項　　　目

実施期間 事業内容及び説明

1
美術講演会　美術講座（連続3回）

「印象派の殿堂・オルセー美術館（パリ）へのご招待」
共催

10月 8日（水）
10月15日（水）
10月22日（水）

くにたちギャラリーネットワーク、（公財）くにたち文化・スポーツ振興財団との共催事業として美術講演会を行う。
地域の方々に美術に関する知識を深めてもらうことを目的とした全３回の講演。
講師　　斎藤　陽一氏（美術ジャーナリスト、元ＮＨＫ「日曜美術館プロデューサー）
会場　　FSXホール（くにたち市民芸術小ホール）
募集人数　　毎回7０名（延べ21０名）　　受講料　無料

報　　　　　　　　　告

計画事業
通し番号

計　　　画　　　項　　　目

実施期間

８月１９日（火）～２３日（土）

事業内容及び説明実施期間

1月31日（土）（島﨑良平）
2月14日（土）（徳永陶子）

2月20日(金)（学芸員）
3月7日（土）（加藤学）

各回　14:30～

3名の出品作家は、会場内のそれぞれの展示スペースにて、作品の技法や創作の思いなどを説明し、2/20の回
では、学芸員の藤森梨衣氏（女子美術大学美術館）と滋野佳美氏（武蔵野市立吉祥寺美術館）が企画の趣旨と
推薦した作家の説明を行った。
（1/31　21名、2/14　42名、2/20　21名、3/7　18名参加）

10月11日(土)、10月25日(土)、
11月22日(土)　14：30～

担当学芸員（村山閑）と、歴史資料室の担当者が、ともに会場内を歩きながら展覧会の趣旨や作品・資料について
交互に解説した。（10/11　34名、10/25　23名、11/22　26名参加）

担当学芸員が展覧会の趣旨や概略を説明し、ワークシートを使って様々な方法による作品鑑賞を来館者と一緒に
試みた。（5/31　12名参加、6/28　6名参加）

藤森梨衣氏（本展企画者／女子美術大学美術館 学芸員）が、会場を回りながら展覧会の趣旨や作品について
解説した。（26名参加）

5月31日(土)、6月28日（土）
各14：30～

8月8日(金)
14：00～14：30



（４）連携

①　学校との連携

事　業　名 自主・共催

②　たましん美術館周辺地区との連携

（5）広報・普及活動

2 展覧会スケジュールの発行 通年
たましん美術館と地域貢献スペースの展覧会スケジュールが同時に確認できるようレイアウトを変えて、
次年度のスケジュールを発行した。

3 小中学校向け学習資料 通年
他館の事例を参考に、小中学生を含む作品鑑賞などの学習に使用できる「アートカード」のフォーマット・データ
を作成した。

2

3

立川市との連携

立川市地域文化振興財団との連携

報　　　　　　　　　告

事業内容及び説明

計画事業
通し番号

計　　　画　　　項　　　目

実施期間

事　業　名 事業内容及び説明

「生誕130年 阪本牙城 タンク・タンクロー」展においては、市内の小中学校の全校生徒に向けた広報物配布を
行い、多くの親子連れの来館を見ることができた。また、桜の丘特別支援学校やあきる野学園等から見学を受け
入れた他、地域貢献スペースにおける展示をきっかけに、立川女子高等学校へ展覧会案内などを送って交流し
た。

通年自主地域の学校との連携1

グリーンスプリングス内のPLAY!ミュージアム、昭和記念公園の案内センター、ステージガーデン等とは展覧会広
報物の相互設置を行った。立川市とは広報物の設置や観光カード作成などで協力した。立川市地域文化振興
財団は、第3会期の企画展に後援いただき広報誌に掲載していただいた。さらにギャラリー国立による「ここから」
展には審査員として協力。国文学研究資料館、ファーレアートなど、その他の複数の施設とも、次年度以降の企
画に向けて協議を行い、多摩地域の施設・団体との連携を推進した。

通年

1

計画事業
通し番号

計　　　画　　　項　　　目 報　　　　　　　　　告

実施期間

グリーンスプリングスとの連携

報　　　　　　　　　告

事業内容及び説明

当財団・美術館ホームページへの展覧会情報公開および関係各所へのポスター・チラシ等の送付、市政記者ク
ラブ、新聞社や雑誌など地域向けメディアへの情報提供を継続して行った。また、X（旧Twitter）の積極的な発信
に加えて、インスタグラム・フェイスブック公式アカウントを立ち上げ、ウェブ告知サイト等を活用した美術館事業の
積極的な発信を実施した。

通年広報活動の実施と広報手段の拡充1

計画事業
通し番号

計　　　画　　　項　　　目

事　業　名 実施期間



（１）『多摩のあゆみ』の刊行

報　　　　　　告

事　業　名 自主・共催 事業内容及び説明

２．『多摩のあゆみ』の刊行と歴史資料室の運営事業（公２）

（定款 第４条 第１項 第2号、第3号、第4号、第5号、第7号、第8号、第9号）

計画事業
通し番号

計　　　画　　　項　　　目
発行部数（部）

刊行日

1 198号「映画館と映画文化」 自主　 5月31日

　本号では、立川市・調布市・八王子市・羽村市・杉並区の映画館と映画文化に焦点を
当て、各地域で愛されてきた映画館の歴史を紐解き、映画館が地域社会の「文化拠
点」として、地域文化の醸成に大きな役割を果たしたことが明らかとなりました。本号は、
多摩地域に根付く多彩な映画文化への視座をもち、映画館を「地域の文化拠点」とし
て読み解く意欲的な企画として刊行しました。

10,000

2 199号「多摩の古本屋」 自主　 8月31日

　貴重な古書籍だけでなく、写真、絵画、絵葉書、地図・絵図、チラシ等も扱い、地域
アーカイブが所蔵資料を豊かにする上で大切な古書店の仕事や思い出を、多摩地域
の代表的な各古書店主や愛好者の方々によりご紹介いただきました。東京都古書籍
商業協同組合による「日本の古本屋メールマガジン」第427号でも紹介され、同組合か
ら30名への読者プレゼントが行われました。

自主　 11月30日

　創刊50周年を迎えた本誌は、200号から203号までの４冊を記念号としました。本号は
「歴史編」として考古・古代、中世、近現代、そして連載の建築と金融史の論考を掲載し
ました。執筆者にはご自身が実際に活動してきたことを中心に、各自の問題関心から
叙述していただき、各分野の具体的な研究状況の足跡を示すものとなりました。

10,000

10,000

4 20１号「創刊５０周年記念　地理・民俗編」 自主　 令和8年2月28日

　創刊50周年記念2冊目の本特集では、地理学３本・民俗学３本、そして歴史編に掲載
予定だった１本の計７本を掲載し、地理編では人文地理学、自然地理学、最新の地図
技術と本誌の50年間を解説しました。民俗編では、文化財行政と市民活動の連携、市
民団体の活動、日常に潜む民俗の重層性を、歴史編の１本では本誌創刊以降の多摩
地域の近世史研究、資料調査や出版状況を紹介しました。

10,000

3 200号「創刊５０周年記念　歴史編」



（２）歴史資料室の運営

事　業　名 自主・共催 実施期間 事業内容及び説明

計画事業
通し番号

計　　　画　　　項　　　目 報　　　　　　告

自主　 通年

　令和7年度は、図書222冊、雑誌218冊、絵葉書15枚、地図16枚、チラシ12枚、ポスター79枚、合計562点を
収集・整理しました。
　今期末現在で図書28,310冊、雑誌17,110冊、絵葉書6,565枚、地図1,874枚、チラシ578枚、ポスター4,952枚を
所蔵しています。
　なお、歴史資料室は多摩信用金庫国立支店の大規模修繕工事による当財団の一時移転で、閲覧室は閉室
中です。

2
伊与田昌男コレクションの再整理・調査

（保存環境構築および調査研究）

1 歴史資料室の運営

8月31日刊行

　第3号では、歴史資料室の主たる事業である『多摩のあゆみ』の刊行、「多摩の歴史講座」の開催、当室の調
査・収集、整理・保存、利用・公開、専門職員の活動報告を紹介しました。室員の調査研究成果として、論文「東
京市近郊における近代別荘の展開と北多摩郡国分寺村―天野別荘（松籟園）を事例として―」、資料紹介「軍
人宰相・進駐軍慰問・武蔵国分寺跡を掲載しました。年報は当室にて編集作業および発行を行い、当財団ホー
ムページにオンラインジャーナルとして公開しています（ＩＳＳＮ取得）。冊子版刊行予算は、当財団の組織改編
の可能性を鑑みて見送りました。

3 歴史資料室年報の作成 自主

自主 通年

　伊与田昌男コレクション（1992年寄贈）は約28,000点に及ぶ写真資料です。撮影者である伊与田昌男は
八王子出身の写真家であり、当コレクションは多摩地域及び全国各地の風景・風物を撮影した貴重な資料群と
いえます。
　令和7年度は、恩方倉庫で保管する伊与田旧蔵時に使用していた「ネガプリント袋」「ネガケース」のデジタル化
を実施しました（約1300点）。この再整理で得られた成果の一部は、清瀬市郷土博物館企画展「清瀬と結核」で
展示公開されました。
　今後は、写真原板の整理に続いて、写真目録の精度を高めていくことが課題となります。

4 『多摩のあゆみ』50周年企画 自主

(シンポジウム）
　2025年12月13日(土)
（創刊50周年記念展）
　2025年10月11日(土)
　　　　～12月21日(日）

　『多摩のあゆみ』刊行50周年記念シンポジウム「多摩のアーカイブを見つめて」をTAMA MIRAI SQUARE 9階
ホールにおいて開催し、70名の方にご参加いただきました。たましん美術館では「『多摩のあゆみ』創刊50周年
記念展　多摩の空はつながっているか」が開催され、たましんコレクションの美術作品と歴史資料から、多摩地域
の過去から現在にいたる姿を追体験する展示が行われました。なお、『多摩のあゆみ』創刊50周年記念号発行、
デジタルアーカイブ拡充は別項にて報告しています。



（３）多摩の歴史講座

事業名 自主・共催 事業内容及び説明

（４）地域とのネットワーク強化

事　業　名 自主・共催

実施期間
参加者数および
視聴者数（人)

計画事業
通し番号

計　画　項　目 報　　　　　　　告

募集人数　90
応募人数　116

（当選　90）

第28回多摩の歴史講座
（公財）東京市町村自治調査会
多摩交流センターとの共催事業

共催 令和７年10月～12月

「戦時下の素顔を地形図から読み解く」
　
第1講　10月15日（水）　午後1 時30分〜午後3 時30分
　　　　　「戦前に作成された三千分一地形図「東京西部」の全貌─地図を通じた
             記憶の継承を─」
　　　　　　講師：石川弘美（国土地理院地理空間情報部情報サービス課指導員）
第2講　10月29日（水）　午後1 時30分〜午後3 時30分
　　　　　「大日本帝國陸地測量部と3000分1 地形図「東京西部」」
　　　　　　講師：大木章一（国土交通省国土地理院元院長）
第3講　11月12日（水）　午後1 時30分〜午後3 時30分
　　　　  「昭和期の地図と東京の大縮尺地図」
　　　　　　講師：芳賀啓（元東京経済大学客員教授）
　　　　　※講義中に「1953年 東京都3000分の1 地形図」（講師所蔵）を展示
第4講　11月26日（水）　午後1 時30分〜午後3 時30分
　　　　　「三千分一地形図「東京西部」にみる多摩の鉄道」
　　　　　　講師：今尾恵介（（一財）日本地図センター客員研究員）
第5講　12月10日（水）　午後1 時30分〜午後3 時30分
　　　　　「戦災直前の八王子を3000分の1 地形図「東京西部」から読み解く
            ─街並み、織物工場、田町遊廓など─」
　　　　　　講師：齊藤勉（多摩地域の戦時下資料研究会）

なお、東京市町村自治調査会による多摩交流センター事業の将来的な縮小が見込ま
れるため、同調査会とのより綿密な連携の仕方を協議していきます。

1

多摩の歴史講座ONLINEの配信 共催 令和8年4月～8月
　第28回多摩の歴史講座を昨年同様、動画配信プラットフォームvimeoにおいて、
令和8年4月1日から配信を開始しました。令和8年8月31日まで配信します。

視聴数　81
（令和8年４月1日～４月10日）

2

計画事業
通し番号

計　　　　　　　　　　画 報　　　　　　　告

実施期間 事業内容及び説明

1 地域とのネットワーク強化 自主 通年

　国文学研究資料館（立川市）、東京都立多摩図書館（国分寺市）、東京都公文書館（国分寺市）、東京都三多
摩公立博物館協議会との連携を深め、また今年度も、立川市、青梅市、八王子市、三鷹市等の市史編さん、文
化財保護、伝統文化ふれあい事業に委員として参加して、各市町村とのネットワークの強化を継続しています。
　また、当室職員が編集・執筆に携わった『箱根土地株式会社と分譲地・学園都市～取締役社長中島陟関係文
書』（株式会社サトウ発行）が日本都市計画学会石川賞を受賞しました。

2 資料検索システムの横断検索 自主 通年
　NPO法人共同保存図書館・多摩と連携・協力して、当財団所蔵図書の書誌情報を都立図書館や市区町村立
図書館などと統合的に検索できる仕組み「多摩デポ統合検索システム」の実用化に向けた研究会に参加しまし
た。



（５）多摩金融史研究会の運営

事　業　名 自主・共催

（６）広報・普及活動

事　業　名 自主・共催

計画事業
通し番号

計　　　画　　　項　　　目 報　　　　　　告

実施期間 事業内容及び説明

歴史資料室所蔵資料の
デジタルアーカイブ化

自主 通年

　TRC-ＡＤＥＡＣ(株)（文京区）のデジタルアーカイブシステムに、全国187 機関（図書館・博物館・大学など）とと
もに歴史資料室の所蔵資料を公開しています。引き続き、『多摩のあゆみ』で連載している「多摩の歴史を立体
視－赤色立体地図の風景」の地図データや誌面PDFを、毎号デジタルアーカイブで公開しています。
　また（公財）図書館振興財団の助成をうけ、『多摩のあゆみ』創刊50周年記念事業としてデジタルアーカイブの
拡充を進めました。助成1年目は各資料・作品の撮影対応および『多摩のあゆみ』第200号の刊行に合わせ本誌
121号から第160号まで、そして第201号の刊行とともに各市町村の大縮尺地図・商工案内図・住宅地図など22
点、鉄道各社の沿線案内図・観光パンフレットなどの鉄道関係チラシ85点を公開しました。令和8年度は絵葉
書、マッチラベル、貴重図書、そして美術資料室の浮世絵、古陶磁へと公開を拡大します。
　本年度（令和7年4月～令和8年３月）の総アクセス数は、551,306pv（※）です。
　　※pv(page view):ページへのアクセス数の単位

2

計画事業
通し番号

計　　　画　　　項　　　目

実施期間

1
『多摩のあゆみ』発刊、

「多摩の歴史講座」開催等告知
自主 通年

　『多摩のあゆみ』の刊行やデジタルアーカイブの拡充、歴史資料室所蔵資料等の情報を、随時当財団のホー
ムページに公開しました。その公開情報やたましん美術館X「『多摩のあゆみ』50周年記念展」記事をＳＮＳ（X〈旧
Twitter〉）でシェアし、情報を拡散しました。

事業内容及び説明

報　　　　　　告

1 「多摩の金融史」関係資料の整理 自主 通年

　多摩金融史研究会の会合を３回開催、『多摩のあゆみ』「多摩の金融史」連載に向けた研究発表・討議を行
い、連載は令和7年度で32回目まで掲載しました。『多摩のあゆみ』第200号特集「創刊５０周年記念　歴史編」で
は、佐藤政則麗澤大学名誉教授に多摩金融史研究会の活動とこれからの展望についてご執筆いただきました。
なお、諸事情により中断していた金庫資料（武蔵野収蔵庫にて収蔵）の調査を3月の研究会から再開して、次年
度以降も計画的（夏・春期）に取り組む予定です。

2 「多摩の金融史」関係資料の活用 自主 通年
多摩信用金庫が設置したTAMA MIRAI SQUARE（多摩信用金庫旧本店）1階の「多摩の金融史」パネル展示と
の連携を継続しています。展示パネルの二次元コードから、電子端末で当財団歴史ホームページへリンクするこ
とで、「多摩の金融史」の連載が容易に閲覧できるようになっています。



（１）多摩未来奨学金給付

（２）奨学金給付の関連イベント

1 美術鑑賞会、近況報告会

（美術鑑賞会）
　2025年8月30日

（近況報告会）
　2025年11月12日

【美術鑑賞会】
　交付式終了後、奨学生はたましん美術館において「阪本牙城」の作品を、学芸員による作品解説を
　受けながら鑑賞した。後日、美術鑑賞会の「リアクションペーパー」を提出した。
【近況報告会】
　奨学生より、参加者に対し、学生生活の近況、奨学金の使い道等の報告があった。
　会場   ：多摩信用金庫本店4階大会議室
　参加者： 25名（来賓、選考委員、寄付企業関係者）

2 多摩地域の歴史等について情報提供
2025年12月4日

～
2026年1月16

奨学生に、多摩の歴史に対する知見を深めることを目的に季刊郷土誌『多摩のあゆみ』の「199号　多摩の古本
屋」「200号　創刊50周年記念　歴史編」「201号　創刊50周年記念　地理・民俗編」を配布した。
また、「多摩の歴史講座ON LINE」の4講座を受講し、任意の1講座について「リアクションペーパー」を提出した。

4 修了式の開催 2026年3月10日
多摩未来奨学生15名より修了論文要旨の発表後、理事長より修了証を交付した。
会場　：TAMA MIRAI SQUARE  10階
参加者：29名（来賓、選考委員、大学関係者、寄付企業関係者）

計画事業
通し番号

計　　　画　　　項　　　目 報　　　　　　告

事　業　名 実施期間 事業内容及び説明

2 選考委員会の開催

（書類・論文選考）
　2025年7月4日～10日
（面接選考）
　2025年8月4日
　※同日に選考委員会実施

6名の選考委員を理事長より委嘱し、規程に基づき委員長、副委員長を選出した。書類選考、論文審査（選考委
員）を通過した学生のうち、選考委員による面接及び選考委員会により15名の多摩未来奨学生候補者を選考し
た。（会場：TAMA MIRAI SQUARE 9階）
選考委員長より文書をもって選考した奨学生候補者を理事長に報告し、理事長が15名の多摩未来奨学生を承
認した。

3 交付式の開催 2025年8月30日
多摩未奨学金授与式を開催し、理事長より奨学生に目録を授与した。
会場：多摩信用金庫本店3階　Winセンター

事　業　名 実施日 事業内容及び説明

1
多摩地域各大学に奨学生推薦の依頼（学長推薦）
（旧ネットワーク多摩加盟大学及び美術系大学）

2025年4月1日
～

2025年6月30日

多摩地域25大学奨学金担当を通じて、郵送および訪問により、奨学生の募集を行った。
結果として、11大学17名の応募（申込書受理ベース）となった。

計画事業
通し番号

計　　　画　　　項　　　目 報　　　　　　告

（定款 第４条 第１項 第8号、第9号、第10号）

3．奨学金給付事業（公３）



（3）事業体制の構築

旧ネットワーク多摩寄付先企業、多摩ブルー・グリーン倶楽部会員を中心に多摩地域の企業、団体に「多摩未来
奨学金」への寄付を依頼した。（郵送案内、訪問案内）

募集総額　6,000千円　寄付申込額　5,300千円　申込企業・団体数　38先

通年

1

2

大学、多摩地域企業・団体との交流機会の創出

多摩地域企業・団体に寄付金協力の依頼
（旧ネットワーク多摩寄付先企業等を中心）

（多摩ブルー・グリーン倶楽部例会）

　2025年10月14日
（近況報告会）
　2025年11月12日
（修了式）
　2026年3月10日

奨学生が「多摩ブルー・グリーン倶楽部」例会を見学し、多摩地域の優良企業経営者、大学、団体との交流を図
り、多摩地域について関心を深めた。
近況報告会終了後の名刺交換会、懇親会、修了式終了後の懇親会において、奨学生、寄付企業関係者、大学
関係者との交流機会を創出した。

計画事業
通し番号

計　　　画　　　項　　　目 報　　　　　　告

事　業　名 実施期間 事業内容及び説明



収益事業

４．物品販売事業（収１）

（定款第４条第１項第９号）

（１）物品販売事業

報　　　　　　告

事　業　名 自主・共催 事業内容及び説明

絵はがき             50,830
オリジナル商品　421,960
書籍類               32,560
委託商品          712,661
合　計            1,218,011

計画事業
通し番号

計　　　画　　　項　　　目 売上高

実施期間 （円）

1 物品販売事業 自主 通年

令和7年度は「生誕130年阪本牙城　タンクタンクロー展」や「多摩のあゆみ創刊50周
年記念展」の開催に合わせて、オリジナル商品を作成し販売した。また、会期に合わ
せ、委託商品のバリエーションを増やしたり、陳列方法を工夫するなどして売上の増
加を図った。



３．管理

役員等及び役員会等に関する事項

　1．評議員、理事及び監事の名簿

①評議員

（令和8年3月31日現在）

評議員 齋藤　愼一
さいとう　　　しんいち 令和6年6月17日から令和10年6月

開催の定時評議員会まで
非常勤

武蔵御嶽神社及び御師家
古文書学術調査団　委員

〃 岡野　法世
おかの　　　　のりよ 令和6年6月17日から令和10年6月

開催の定時評議員会まで
非常勤 陶芸家

〃 坂誥　秀一
さかづめ　　　ひでいち 令和6年6月17日から令和10年6月

開催の定時評議員会まで
非常勤 立正大学　名誉教授

〃 望月
もちづき

　一雄
かずお 令和6年6月17日から令和10年6月

開催の定時評議員会まで
非常勤 画家

〃 遠藤
えんどう

　竜太
りゅうた 令和6年6月17日から令和10年6月

開催の定時評議員会まで
非常勤 武蔵野美術大学　教授

〃 志賀
しが

　秀孝
ひでたか 令和6年6月17日から令和10年6月

開催の定時評議員会まで
非常勤 府中市美術館　主任学芸員

〃 齊藤
さいとう

　裕之
ひろゆき 令和6年6月17日から令和10年6月

開催の定時評議員会まで
非常勤 多摩信用金庫　専務理事

役職名 氏　　名 任　　　　　期
常勤・
非常勤

当法人以外の役職



②理事

（令和8年3月31日現在）

理事長 八木
やぎ

　敏郎
としろう 　令和6年6月17日から令和8年

　6月開催の定時評議員会まで
非常勤 多摩信用金庫　会長

理　事 村野
むらの

　安成
やすなり 　令和6年6月17日から令和8年

　6月開催の定時評議員会まで
非常勤

合名会社 村野醸造場
代表社員

〃 和
わいだ

井田　慶子
けいこ 　令和6年6月17日から令和8年

　6月開催の定時評議員会まで
非常勤

岩﨑ビルディング株式会社
監査役

〃 馬場
ばば

　憲一
けんいち 　令和6年6月17日から令和8年

　6月開催の定時評議員会まで
非常勤 法政大学　名誉教授

〃 中島
なかじま

　孝昌
たかまさ 　令和6年6月17日から令和8年

　6月開催の定時評議員会まで
非常勤

中島建設株式会社
代表取締役

〃 小林
こばやし

　久恵
ひさえ 　令和7年8月14日から令和8年

　6月開催の定時評議員会まで
非常勤

エム・ケー株式会社
専務取締役

〃 宇治
うじ

　康
やすし 　令和6年6月17日から令和8年

　6月開催の定時評議員会まで
常勤

　公益財団法人 立川市地域文
　化振興財団　理事（非常勤）

③監事

（令和8年3月31日現在）

役職名 氏　　名 任　　　　　期
常勤・
非常勤

当法人以外の役職

監　事 小澤　伸光
おざわ　　　　のぶあき 　令和6年6月17日から令和8年

　6月開催の定時評議員会まで
非常勤 公認会計士・税理士

〃 佐藤　収一
さとう　　　　しゅういち 　令和6年6月17日から令和8年

　6月開催の定時評議員会まで
非常勤 明窓浄机館　館長

役職名 氏　　名 任　　　　　期
常勤・
非常勤

当法人以外の役職



（１）会議開催の状況

①評議員会

開会年月日 会議結果

　第1号議案
「令和6年度計算書類（貸借対照表及び正味財産増減
計算書）及び附属明細書並びに財産目録」について

可　　決

  報告事項①　　「令和6年度事業報告及び附属明細書」について ―

　報告事項② 八木理事長　職務執行状況報告 ―

　報告事項③ 宇治業務執行理事　職務執行状況報告 ―

令和7年8月14日
（第2回・書面決議）

　第1号議案　　 理事の補欠選任について 可　　決

  第1号議案 令和8年度　事業計画書（案）について 可　　決

  第2号議案 令和8年度　収支予算書（案）について 可　　決

  報告事項① たましん美術館の博物館登録申請について ―

  報告事項② たましん歴史・美術館の博物館廃止届の申請について ―

  報告事項③ 八木理事長　職務執行状況報告 ―

  報告事項④ 宇治業務執行理事　職務執行状況報告 ―

　2．評議員会、理事会に関する事項

件　　　　　名

令和7年6月16日
（定時）

令和8年3月5日
（第3回）



②理事会

開会年月日 会議結果

　第1号議案 「令和６年度事業報告及び附属明細書」について 可　　決

　第2号議案
「令和６年度計算書類（貸借対照表及び正味財産増減
計算書）及び附属明細書並びに財産目録」について

可　　決

　第3号議案
「多摩未来奨学金規程」、「寄附金等取扱規程」の一
部改正について

可　　決

　第4号議案
各就業規則及び「給与規程」、「介護休業規程」、
「育児休業規程」の一部改正について

可　　決

　第5号議案 令和７年度定時評議員会の招集について 可　　決

　報告事項① 八木理事長の職務執行状況報告 ―

　報告事項② 宇治業務執行理事の職務執行状況報告 ―

　第1号議案 給与規程の一部変更について 可　　決

　第2号議案
「令和7年度第2回評議員会の決議の省略方法で行うこと」
の承認について

可　　決

　報告事項① 八木理事長の職務執行状況報告 ―

　報告事項② 宇治業務執行理事の職務執行状況報告 ―

　第1号議案 令和8年度　事業計画書（案）について 可　　決

　第2号議案 令和8年度　収支予算書（案）について 可　　決

　第3号議案 業務委託契約（地域貢献スペース）の締結について 可　　決

　第4号議案
役員賠償責任保険の契約更新及びその内容決定につい
て

可　　決

　第5号議案 たましん美術館の博物館登録申請について 可　　決

　第6号議案 たましん歴史・美術館の博物館廃止届の申請について 可　　決

　第7号議案 令和7年度第3回評議員会の招集について 可　　決

　報告事項①　　八木理事長　職務執行状況報告 ―

　報告事項②　　宇治業務執行理事　職務執行状況報告 ―

令和8年2月24日
（第4回）

件　　　　　名

令和7年5月30日
（第1回）

令和7年8月7日
（第2回・書面決議）

令和7年12月3日
（第3回）



月 開館

４月 10

５月 27

６月 25

７月 17

８月 27

９月 24

10月 18

11月 26

12月 18

１月 19

２月 24

３月 13

合計 248

47.7

2,223

1,641

49.0

49.0

527,700

677,400

640,400

563,100

824,711

1,249,162

2025/4/19～7/6
春のたましんコレクション展
対話する美のかたち

68 3,334

3,041

1,111

1,400

3,143

2,672

1,311

1,1892026/1/10～3/15
多摩の美術家3人展

絵画を生きる
56

2025/10/11～12/21
「多摩のあゆみ」創刊50周年記念展
多摩の空はつながっているか

62

2025/7/19～9/28
生誕130年　阪本牙城
タンクタンクロー展

1,832

1,483

50.7

1,566,159

入館者数 有料 招待 一日平均 入館料 合計収入

605,042

1,295,84462

406,640

330 429 759 58.4 155,000 228,472 383,472

458 594 1,052 43.8 216,200 190,440

3,974,759

期間 展覧会名 日数

5,011 7,179 12,190 49.2 2,408,600

241,710

401 460 861 45.3 191,900 267,150 459,050

400 418 818 45.4 194,200 47,510

246,720

525 957 1,482 57.0 257,400 78,881 336,281

386 457 843 46.8 188,800 57,920

512,811

580 520 1,100 45.8 283,000 296,413 579,413

577 786 1,363 50.5 276,700 236,111

228,406

367 479 846 49.8 176,100 94,358 270,458

408 554 962 38.5 194,800 33,606

112,173

366 1,282 1,648 61.0 174,200 23,425 197,625

213 243 456 45.6 100,300 11,873

４.附属明細書

1.　令和7(2025)年度　たましん美術館実績一覧

有料 招待 月間入館者 一日平均 入館料 ショップ売上 売上合計



覚えていることと忘れられないことの違い（作家：鈴木ケイナ） 2025年11月24日（月）-2026年1月16日（金）

仁科新 展（作家：仁科新） 2026年1月26日（月）－3月20日（金）

手のひらの椰子（作家：影山萌子） 2025年6月2日（月）－7月18日（金）

探す（作家：HAOGENG PAN（ハンコウコウ）） 2025年7月28日（月）－8月12日（金）

アール・ブリュット立川2025 グループショー（主催：アール・ブリュット立川実行委員会） 2025年9月22日（月）－11月14日（金）

伊藤朋子展 日々を記す（作家：伊藤朋子） 2025年4月7日（月）－5月23日（金）

2．地域貢献スペース（ギャラリー）展覧会名

たましん本店２階地域貢献スペース（ギャラリー）の展示活動を多摩信用金庫からの業務委託という形で支援しました。具体的には令和7年度
分の展示計画、作家の選定、展示・撤収作業の監督、広報物作成の助言等のサポートを財団学芸員が行いました。（当スペースは無料開放
エリアのため、入館者数の計上はしておりません）

展覧会名 会　期



５．法人の運営体制の充実を図るための取組

【規則の改正】

良好な職場環境を維持するため、規程、規則等の見直しを随時実施し、

就業規則等の改正を行った。

【役員の選任】

女性有識者の中から選出し、女性理事の比率を高めた。

また、理事就任にあたり、職務執行理事よりその職務と権限について

説明を行った。

外部理事の辞任に伴う後任の理事の選任に際しては、地域で活動する



令和7年度

決 算 書

公益財団法人たましん地域文化財団

　　　自　　　令和７年４月１日

　　　至　　　令和８年３月３１日




























